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「
ふ
れ
あ
い
端
午
ま
つ
り
」
　
を
振
り
返
っ
て

長
房
地
域
住
民
協
議
会
会
長
　
松
葉
浩
充

今
年
も
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
従
来
に
も
増
し
て
盛
大
に

開
催
で
き
ま
し
た
。

4
月
1
7
日
か
ら
の
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
後
、
例
年
の
よ
う
に
保
育
園
、

幼
稚
園
、
老
人
ホ
ー
ム
の
方
な
ど
が
、
連
日
来
場
さ
れ
歓
声
や
笑
顔

で
新
緑
の
季
節
を
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
今
年
は
突
風
の
日
が
多

く
、
竹
ざ
お
が
折
れ
た
り
、
鯉
が
た
く
さ
ん
飛
ん
だ
り
し
ま
し
た
が

な
ん
と
か
無
事
に
終
わ
り
幸
い
で
し
た
。

ま
つ
り
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
過
去
最
高
の
賑
わ
い
と
な
り
ま

し
た
。
昨
年
と
同
様
、
特
に
子
ど
も
さ
ん
達
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
み
ま
し
た
。
ふ
わ
ふ
わ
水
族
館
、
よ
ろ
い
姿
で
記
念
写

真
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
折
り
紙
教
室
な
ど
は
大
盛
況
で

し
た
。
お
菓
子
や
ヨ
ー
ヨ
ー
の
配
布
も
好
評
で
し
た
。

恒
例
の
富
士
森
高
校
ダ
ン
ス
部
、
横
山
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
に
は

元
気
を
も
ら
い
、
会
場
も
盛
り
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
『
1
2
弦
』
の

ギ
タ
ー
演
奏
も
好
評
で
し
た
。
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
は
日
頃
の
成

果
を
出
さ
れ
ま
し
た
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
す
っ
か
り
定
着
し
ま
し
た
。

模
擬
店
も
早
々
と
完
売
続
出
、
ふ
わ
ふ
わ
会
場
の
新
地
町
会
の
お

店
も
同
様
で
し
た
。

『
都
議
会
だ
よ
り
』
の
表
紙
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
見
て
、
来
場
さ

れ
た
方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
継
続
し
て
行
え
る
の
も
、
住
民
協
メ
ン

バ
ー
、
各
町
会
・
自
治
会
か
ら
の
協
力
者
、
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
の

理
解
と
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
今
年
は
延
べ
9
0
0
名
の
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

運
営
面
で
は
カ
ラ
オ
ケ
申
込
み
の
不
手
際
が
あ
り
ご
迷
惑
を
か
け

ま
し
た
。
安
全
面
で
次
回
は
、
2
つ
の
橋
の
竹
ざ
お
の
ぼ
り
を
再
検

討
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
が
と
も
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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曲輪の跡と思われる地形

「
地
域
舌
保
育
薮
訪
紹
介
⑩
工
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長
房
子
ど
も
育
成
会

当
子
ど
も
会
は
、
長
房
町
会
と

長
房
自
治
会
に
居
住
す
る
児
童
の

育
成
と
親
同
士
の
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
発
足
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
会
員
は
6
5
名
。
役
員

4
名
は
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
年
間
の
行

事
を
紹
介
し
ま
す
。

臆
5
月
　
新
規
歓
迎
イ
ベ
ン
ト

新
会
員
を
迎
え
て
の
最
初
の
行

事
は
、
一
昨
年
か
ら
体
育
館
で
鬼

ご
っ
こ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
景
品

や
M
V
P
賞
を
用
意
し
、
大
人
も

子
ど
も
も
白
熱
し
盛
り
上
が
り
ま

す。

8
7
。
8
月
　
納
涼
祭
、
子
ど
も

神
輿
、
ラ
ジ
オ
体
操

7
月
に
は
長
房
自
治
会
、
8
月

に
は
長
房
町
会
の
納
涼
祭
が
行
わ

れ
、
い
づ
れ
も
初
日
は
子
ど
も
神

輿
で
地
域
を
渡
御
し
ま
す
。
夜
は

お
楽
し
み
の
模
擬
店
。
子
ど
も
盆

踊
り
の
時
間
も
あ
り
ま
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
は
、
実
施
期
間
は

短
い
で
す
が
2
学
期
が
始
ま
る
前

の
週
に
行
い
ま
す
。

8
1
0
月
　
ハ
ロ
ウ
イ
ン

仮
装
を
し
て
地
域
の
方
の
お
宅

を
廻
り
、
お
菓
子
を
頂
い
た
後
は

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
ま
す
。

営
1
2
月
　
夜
警

高
尾
警
察
署
を
は
じ
め
、
地
域

団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
　
「
火
の

用
心
－
」
　
の
掛
け
声
で
巡
回
し
、

地
域
に
防
火
を
呼
び
か
け
ま
す
。

営
3
月
　
6
年
生
を
送
る
会

毎
年
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
卒
業

生
を
お
祝
い
し
ま
す
。

未
来
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
育
成
の
た
め
、
親
子
と

も
ど
も
地
域
と
の
繋
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
尽
力
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

長
房
子
ど
も
育
成
会

会
長
　
松
本
郁
子

自
照
が
賞
め
た
月
夜
峰

長
房
町
会
　
伊
藤
　
完

北
条
氏
照
は
、
武
田
の
軍
勢
に

滝
山
城
三
の
丸
ま
で
侵
攻
さ
れ
て

新
た
な
城
を
築
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
の
構
想
は
大
き
く
、
信
長

の
安
土
城
を
模
し
、
ま
た
兄
氏
政

が
築
い
た
周
囲
9
血
、
海
と
早
川
、

山
王
川
に
囲
ま
れ
た
小
田
原
城
総

構
（
大
外
郭
）
を
模
範
に
、
深
沢
山

（
城
山
）
と
南
浅
川
が
北
浅
川
に
合

流
す
る
三
角
状
の
地
域
に
八
王
子

城
総
橋
を
築
く
計
画
で
し
た
。

そ
の
中
央
に
位
置
す
る
月
夜
峰

は
船
田
丘
陵
（
都
営
団
地
）
の
北
側

の
丘
陵
で
、
尾
根
状
で
す
が
所
々

に
平
坦
な
地
形
を
残
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
縄
文
遺
跡
、
奈
良
平
安

の
住
居
遺
跡
が
出
て
い
ま
す
。
今

回
は
そ
の
尾
根
、
月
夜
峰
を
散
策

し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
船
田
通
り
か
ら
北
団
地

入
り
口
の
信
号
を
共
立
女
子
学
園

方
面
に
坂
を
登
り
ま
す
。
道
路
右

側
住
宅
の
裏
手
に
生
活
古
道
が
あ

り
そ
の
延
長
に
沿
っ
て
道
路
右
に

入
り
ま
す
。
1
0
m
先
に
ま
た
右
に

入
る
ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
た
木
立
の

中
を
小
道
に
入
る
と
視
界
が
開
け
、

南
に
都
営
団
地
が
見
え
ま
す
。

絶
た
れ
た
氏
照
の
大
構
想

こ
の
下
方
が
「
願
紙
谷
戸
」
と
呼

ば
れ
る
所
で
す
。
そ
の
ま
ま
山
道

を
登
り
ま
し
ょ
う
、
尾
根
の
道
に

出
ま
す
。
南
側
を
眺
め
る
と
船
田

丘
陵
（
団
地
）
か
ら
多
摩
の
横
山
、

大
山
ま
で
見
え
ま
す
。
そ
こ
は
曲

輪
の
跡
と
思
え
る
よ
う
な
平
坦
地

が
あ
り
ま
す
。
北
方
に
道
路
を
渡

り
学
園
の
敷
地
の
フ
ェ
ン
ス
に
挟

ま
れ
た
山
道
に
入
り
ま
す
。
左
に

ス
ク
ー
ル
バ
ス
駐
車
場
、
右
の
坂

下
に
広
場
、
次
に
台
地
そ
し
て
右

下
に
谷
状
の
地
形
が
続
き
ま
す
。

カ
ー
ブ
し
て
学
園
の
敷
地
が
高
台

に
な
り
ま
す
。
学
園
内
に
は
「
月

夜
峰
」
の
石
碑
が
有
り
、
そ
こ
が

氏
照
の
別
荘
で
館
跡
と
思
わ
れ
ま

す
　
「
こ
の
地
に
月
を
賞
め
し
よ

り
地
の
名
を
月
夜
峰
と
号
す
」
と

記
録
が
あ
る
そ
う
で
す
。

氏
照
は
神
楽
が
好
き
で
宴
に
は

獅
子
舞
が
催
さ
れ
、
家
臣
篠
村
佐

近
之
助
の
姫
「
安
寧
」
と
狭
間
郷
士

の
息
子
で
笛
の
名
人
が
月
夜
峰
で

恋
に
落
ち
た
そ
う
で
す
。
高
尾
の

熊
野
神
社
に
は
樫
の
木
と
棒
が
相

生
し
た
古
木
が
あ
り
、
こ
の
二
人

が
民
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
八
王

子
城
落
城
後
は
氏
照
の
室
　
「
お
比

佐
」
　
の
方
が
こ
の
地
で
侍
女
数
名

と
わ
び
し
い
余
生
を
送
っ
た
と
言

わ
れ
て
ま
す
。
左
　
（
北
方
）
　
に
曲

が
り
尾
根
に
出
る
と
、
大
岳
山
を

は
じ
め
奥
武
蔵
の
山
々
な
ど
眺
望

絶
景
で
す
。
中
央
高
速
を
渡
る
と

「
滝
不
動
」
　
が
あ
り
ま
す
。
三
軒

在
家
、
船
田
、
月
夜
峰
を
通
る
鎌

倉
古
道
の
　
「
不
動
坂
」
　
に
な
り
ま

す
。
氏
照
の
構
想
、
八
王
子
城
郭

は
御
主
殿
の
曳
き
橋
か
ら
幅
8
m

の
道
路
を
造
り
、
中
心
街
の
元
八

王
子
に
繋
げ
、
落
越
に
は
家
老
職

の
屋
敷
（
大
名
屋
敷
）
、
船
田
に
は

庶
民
の
街
が
造
ら
れ
よ
う
と
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
天
正
1
8
年
　
（
1
5

9
0
）
　
秀
吉
軍
の
前
田
勢
が
月
夜
峰

を
通
り
八
王
子
城
御
主
殿
を
攻
め
、

松
竹
か
ら
上
杉
勢
に
攻
め
ら
れ
、

落
城
し
、
氏
照
は
小
田
原
で
切
腹

し
夢
が
絶
た
れ
ま
し
た
。
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「“訝る‾遮疎“「

丹精の花々に囲まれて
船田町会　川村孝一さん

川村さんのお宅を訪ねると、玄関先の色

とりどりの花菖蒲が迎えてくれました。

「植物を育て始めたのは1977年、転勤が多

かった前の会社を辞め、転職してそろそろ

落ち着きたいと思い始めた頃からです。故

郷岩手の山から採ってきたブナを鉢に植え

ました。これが私の盆栽のスタートです」

以来40年、接ぎ木で増やした藤の盆栽な

どの大物から、トキ草など山野草の小鉢ま

で、今では千を超える鉢が庭を埋め尽くし

ています。毎日の水遣りは朝2時間、夕方2

時間。現在は膝を痛めてリハビリ中で奥さ

んに手伝って貰っているそうです。

「家内にはいつも感謝しています。生け花

を教えていたこともあり、勇定などは私よ

り上手ですから」

川村さんは盆栽や花だけでなく植物を育

てることすべてが好きなようです。長房小

学校での農園ボランティアでは、耕運機で

の作業を一手に引き受けているそうです。

今がちょうど花期に当たり、その世話で

忙しいのが、毎年800鉢を育てているとい

う可憐な山野草のウチョウラン。紗で直射

日光を遮り、気温が上がれば扇風機で風を

送り、水遣りの時期は鉢の重量で計り、肥

料はやり過ぎないようにピンセットで一粒

ずつ、まるで精密機器を扱うようです。

「ウチョウランは変異が多く、集め始めた

ら限りがありません。これまでに2000株は

欲しいという方に差し上げたと思います。

今年も咲きました、と聞くと嬉しいですね」

これまでの苦労も忘れるそうです。

船田町会　　平田哲男

センタ“利用グループの紹介②

卓球クラブ「ピン王手」

体育館に入ると4台の卓球台から、

激しい球のうち合いの音が響きます。

練習日は毎週4回で、会員の構成は

64歳から87歳の26人です。

代表の山下静雄さんは、「大会など

の出場が目的でなく、卓球を健康のた

め伸び伸びと楽しく続けていくことを

大切にしています」　とのことです。

／／説経 �� �∴∴「∴ ：∴∴ 
「∴∴ �� � 

∴：∴ �∴∴：÷∴一 
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クラブ名の『ピンキチ』は面白いネー

ミングですねとたずねると、

「みんなピンポンが好きでたまらない

ことから生まれました」と温厚な笑顔

で語りました。

長房西団地連合自治会　小岩　博

熊
本
大
震
災
被
災
者
へ
の
義
援

金
募
金
か
ら
学
び
ま
し
た
。

4
月
1
4
日
発
生
し
た
震
度
7
の

大
地
震
は
、
こ
れ
ま
で
体
験
し
た

こ
と
の
な
い
地
震
災
害
と
な
り
ま

し
た
。
い
ま
だ
に
避
難
場
所
さ
え

な
い
よ
う
な
被
災
者
の
皆
さ
ん
に

少
し
で
も
励
ま
し
の
心
を
届
け
よ

う
と
都
営
西
ア
パ
ー
ト
連
合
自
治

会
で
は
役
員
会
で
協
議
し
、
全
世

帯
に
呼
び
か
け
た
募
金
活
動
に
と

り
く
み
ま
し
た
。

そ
の
中
で
役
員
の
発
言
か
ら
、
よ

く
調
べ
た
ら
募
金
に
は
①
義
援
金

（
国
内
の
被
災
者
に
贈
る
お
金
）

②
救
援
金
　
（
国
外
の
被
災
者
に
贈

る
お
金
）
　
③
支
援
金
　
（
災
害
現
場

努
め
て
い
ま
す
。
ご
苦
労
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
調

i

”

”

1

”

”

，

”

”

1

”

”

1

”

”

1

”

，

1

，

，

1

．

，

i

，

〝

i

〝

，

」

に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
に
贈
る
お

金
）
　
の
3
種
類
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
こ
と
を

明
記
し
た
募
金
を
呼
び
か
け
る
手

紙
を
作
り
　
「
義
援
金
募
金
」
　
と
し

…
ご
存
知
で
す
か
？
　
義
援
金
の
種
類
…

「
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．
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－
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－
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－
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－
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－
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」

て
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

「
直
接
現
地
に
届
く
な
ら
」
　
と
短

期
間
で
役
員
も
驚
く
ほ
ど
の
心
の

こ
も
っ
た
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、
た

だ
ち
に
郵
便
局
か
ら
熊
本
県
に
送

金
し
、
顛
末
を
会
員
の
皆
さ
ん
に

報
告
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
役
員

の
一
言
か
ら
、
と

て
も
よ
い
勉
強
を

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

西
ア
パ
ー
ト
連
合

西
山
典
明

「“－。。。〟。“

端
午
祭
り
の
裏
方
さ
ん
紹
介
（
男
性
編
）

平
田
征
哉
さ
ん
　
各
会
場
設
営
の
図
面
作
成
や
材
料
、

道
具
な
ど
の
事
前
準
備
を
い
つ
も
や
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
感
謝
、
感
謝
で
す
。
大
の
ぼ
り
旗

掲
揚
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
方
で
す
。

冨
田
三
郎
さ
ん
　
舞
台
設
営
の
プ
ロ
、
今
年
は
ど
ん

な
舞
台
か
な
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
音
響
も
設

備
も
含
め
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

西
山
典
明
さ
ん
　
名
司
会
で
持
ち
前
の
気
配
り
と
機

転
で
会
場
を
和
や
か
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

戸
井
田
初
男
さ
ん
　
水
道
工
事
や
竹
ざ
お
の
ぼ
り
の

設
置
、
の
ぼ
り
旗
の
パ
イ
プ
取
り
付
け
、
小
こ
い

の
ぼ
り
の
川
渡
し
も
こ
の
人
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
す
。

松
本
武
久
さ
ん
　
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
進
行
や
会
場
外

の
案
内
放
送
で
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

須
藤
泰
一
さ
ん
　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
曲
目
設
定
に
細

心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
い
ま
す
。

安
協
の
み
な
さ
ん
　
駐
車
場
の
管
理
運
営
と
安
全
に

」。“－。－”““““－。。。
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園児の鯉のぼりシリーズ　，
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；　春の穏やかな日差しの下、南浅川の河川敷にたi

i　くさんの鯉のぼりが元気に泳ぎます。　　　　　S

i　セント・ベル幼稚園では毎年、年長児3クラス；
：が共同で鯉のぼりを作成し、出展しています。今：

：年は大きな鯉のぼりに一人ひとりが色とりどりの：

：手形を捺し、みんなの心がこもった素敵な作品に：
：なりました。　　　　　　　　　　　　　，

！　いつも明るく元気でやさしい子ども達、大空を：

：のびのびと泳ぐ鯉のぼりのように、心も体も元気：

…で大きく育ってくれることを願っています。　　置

し…．………。，讐誓誓。誓誓書！，ノ

趣味の工芸品なども展示
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よろいの紋所は北条氏照

輔
午
ま
つ
り
こ
ぼ
れ
轄

○
今
年
は
突
風
が
吹
き
荒
れ
、
竹
ざ
お
は
2
0
本
以
上
折

れ
、
川
渡
し
の
鯉
も
0
0
匹
く
ら
い
破
損
し
ま
し
た
。

絡
み
あ
い
も
多
く
手
直
し
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

竹
ざ
お
の
在
庫
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

○
竹
ざ
お
の
杭
打
ち
作
業
は
大
変
で
す
。
そ
こ
で
　
「
安

全
ハ
ン
マ
ー
」
を
購
入
、
効
果
は
バ
ッ
グ
ン
で
し
た
。

○
陵
東
橋
の
両
サ
イ
ド
の
小
さ
な
鯉
の
ぼ
り
の
川
渡
し

は
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
園
児
に
も
好
評
で
し
た
。

○
園
児
の
ぼ
り
1
4
0
匹
は
ひ
も
つ
け
な
ど
の
工
夫
効

果
も
あ
っ
て
破
損
、
紛
失
は
0
で
し
た
。

○
陵
南
公
園
に
初
め
て
5
本
の
竹
ざ
お
の
ぼ
り
を
掲
揚

し
ま
し
た
。

○
体
育
室
は
冷
房
や
照
明
の
L
E
D
化
で
、
明
る
く
快

適
と
の
声
多
し
。
ト
イ
レ
も
き
れ
い
と
評
価
が
上
り

ま
し
た
。

○
体
育
室
の
北
側
壁
面
に
　
「
東
大
大
学
院
生
」
　
作
成
の

飾
り
こ
い
の
ぼ
り
を
借
用
し
取
り
付
け
ま
し
た
。
い

か
が
で
し
た
か
？

○
『
都
議
会
だ
よ
り
』
　
の
写
真
掲
載
で
問
合
せ
が
多
く

セ
ン
タ
ー
職
員
は
道
順
説
明
に
大
わ
ら
わ
で
し
た
。

○
す
っ
か
り
定
着
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
は

2
日
間
と
も
予
約
順
番
待
ち
。
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
、
ち
ゃ
っ
か
り
し
た
子
も
い
ま
し
た
よ
。

－
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－
－
t
－
－
寒
－
○
　
置
－
－
事
。
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1
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着
．
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1
　
0
－
1
　
〃
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1
－
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着
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看
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